
レジメン名

出典 イストダックス適正使用ガイド2018年4月改訂

実施部署区分
■入院　　　　　■外来　　　　　□処置

投与減量の基準
対象疾患 Plt 　

ANC
QTc間隔 　

投与中止の基準
Plt ANC

QTc間隔

（次のクールまでの標準期間）

１日投与量 投与方法
投与速度

(時間)

14㎎/m2 NS500mL 4時間ロミデプシン（イストダックス） d1、8、15
day1,8,15
①グラニセトロン3mgバッグ(15-30min)

②イストダックス14mg/m2+生食500mL(4hr)
③生食50mL(フラッシュ用)

その他
非血液毒性：Grade3
不整脈の発現

薬剤名・略号 投与日(d1、d8等)
１日投与順

(経時的にﾌﾟﾚﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ・ﾎﾟｽﾄﾒﾃﾞｨｹｰｼｮﾝ、
溶解液まで含む)

5万/mm3未満 1000/mm3未満

１クール期間 28日 総クール数 PDまで
500msを超える

□補助療法（術前・術後）

  500/mm3未満かつ38.5℃以上の発熱*

□初発
□

※Plt:5万/mm3未満に再び減少時も減量

*ANC： 1000/mm3未満に再び減少時も減量
非血液毒性：Grade3の再発、Grade4
不整脈の発現

T-bil＞1.8㎎/dL(3.6㎎/dL以下)：7mg/m
2

T-bil＞3.6㎎/dL：5mg/m2

その他

Romidepsin

Int J Hematol (2017)106:655-665

末梢性T細胞リンパ腫

■進行・再発

2.5万/mm3未満※ 　

500msを超える


